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この考察を通 じて, さらに, この時期の作者
の創作方法, この作品で主張したかったことな
ども明らかにしてみたい。






























































































































































































































































これは何と光栄なことでありましょう !」 ( 注14）































































































































































































































































































































































キ ,ート ントンフスキ ,ーみんなフスキーとか言っ
てご覧なさい。彼 らはあなたが学者だ と思 うで












ば,彼 らにとって知識 とい うものは,人間の中
身を問題にするのでなく, もともと猫国ではズ
ボンを穿 く習慣がないのに,敢てそれを穿 くこ








「知識」 とい うことできるかもしれない。だが ,
これを「真」の知識 とは言えないだろう。


























































されるのですから。……(略)… …」 （ 注 2 3 ）
「 鬨」に日本語を当てるのは難しい。
原文の「 鬨」は名詞でも動詞としても使われ
























































































































































































































的哲学』『趙子曰」など(注 32） と何処が違 うのか。
最も大きな違いは人間の,本能に近い欲望の
描き方である。作者は「ユーモアには同情があ



























































































































































































張的哲学》」(『 老舎研究資料』P521～ P525)で 「我
失了諷刺,而得到幽黙」と述べ、『趙子曰』は「《趙
子曰》是老張的尾巴」であり「在精神上〓在是一
貫的」とする。
(33)同上の「我怎〓写 《老張的哲学》」で「ユーモア」
について、さらに「据説,幽黙中是有同情的。
我恨坏人,可是坏人也有好処 :我愛好人,好人
也有缺点」と説明している。
筆者は以前,作品を「『笑い」がある」という視
点から作品を考えたことがある。「老舎「老張的
哲学』私論」(集刊東洋学 57)「 老舎「趙子曰』
試論」(八戸工業大学紀要第 9)を参照
ちなみに後者の論文では「 (「趙子曰』にある)
『笑い』には人間が人間として生存して行 く限
り永遠に持ち続けるであろう愚かさのような
ものが含まれていると考えられる。そして同時
に, この種の『笑い』から,人間だれしも同じ
であるという同情,あ る種の仲間意識,親近感
が生まれてはいないだろうか」と考えた。
「猫城記』「二十三」p439L12
日下氏は (2)の 文章で「演説」に触れて「半
ばを過ぎた辺 りから,演説が目立つのは,お よ
そ物語らしくない。寓話の形式を採っているこ
の作品と合わないのである。形式と中身のアン
バランスは,作者の迷いを示しているのであろ
う」と述べている。
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